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１．授業に集中して取り組むことができましたか 3.31（.54） 3.59（.50） 3.53（.57）
２．学習指導上のねらい（授業内容の理解）＊＊＊ 3.16（.65） 3.69（.47） 3.35（.48）
３．先生が授業で使った道具はおもしろかったですか＊＊＊ 3.72（.58） 3.91（.30） 3.00（.45）




内容 わかりやすい 楽しい おもしろい 見やすい よかった 集中できた 考えやすい 飽きない またしたい
「割合」 21 7 3 5 4 1
「比例」 28 4 11 2 6 2 3 9
ICT機器に関する感想文に現れた語句とその回数
内容 文字消去 文字記述 仕組み タッチペン スクリーン 実物投影機 動き・変化 絵・図
「割合」 3 4 6 2
「比例」 3 2 2 1 10 11
表４　客観テストの観点別正答率
算数科の観点 ICTを使用した授業 ICTを使用しない授業
数学的な考え方 89.9
（14.7）
78.2
（17.2）
数量や図形についての技能 94.2
（5.2）
86.4
（11.6）
数量や図形についての知識・理解 86.7
（13.4）
90.0
（8.9）
単位は％。下段カッコ内は標準偏差。
　テストの結果（表４）を見ると、すべての観点で能
力が向上した「ハンドブック」とは異なり、「知識・理
解」では、ICTを活用した場合と活用しない場合では、
ICTを用いない授業において、「数学的な考え方」の正
答率が若干低い以外は、ほとんど差が見られなかった。
２元配置の分散分析の結果、交互作用のみが有意で
あった（p＝.0019）。Tukey法による多重比較の結果、
「数学的な考え方」におけるICT使用・不使用の単純主
効果、および、「ICTを用いない授業」の「数学的な考
え方」と「知識・理解」の間に有意差が認められた（そ
れぞれ、p＝.003, p＝.002）。これは、「数学的な考え方」
において、ICT利用の効果が大きい可能性を示唆して
いる。とくに、今回のICT実践でICT機器を用いた学習
指導の場面が、話し合いや解き方を考える活動であっ
たことが、児童の「数学的な考え方」を高める効果に
関わっている可能性がある。この点については、考察
で触れる。
　ICTを使用した授業の直後に実施した児童の自己評
価（表３）では、児童は「知識・理解」が高まったと
感じているが、それはテストの得点に反映されていな
いと言える。すなわち、児童が、授業で「わかった」
と感じたことと、実際に授業の内容が知識や理解とし
て身に付いているかどうかは、区別されるべきである
と言える（梶田1985，1995）。
４　考　察
　今回の実践では、ICTを活用した授業は児童の「関
心・意欲」も高く、「思考力・判断力」を育成する上で
効果のある道具であることが示された。これは、ハン
ドブックに示されている児童が「向上したと考えてい
る」結果と実際の客観テスト及び自己評価ともに合致
する内容である。特に、「思考力・判断力」については
その効果が十分に示され、話し合い活動や考える場面
で活用して効果を得たことはハンドブックで示された
内容に合致している。しかし、「知識・理解」について
は、アンケート結果では、「わかりやすい」という児童
の意識としては評価を得ているが、客観テストでは、
平均得点ではICTを活用した授業よりも用いない授業
の方が高いという結果を示した。この結果から、「知識・
（おくぎ　よしあき・ふるた　たかひさ）
理解」については、効果のある道具であるということ
を示すことができたとは言い難い。
　分析結果から、ICTを学習指導に活用するには、実践
を通してより効果的な活用方法を見つけていく必要が
ある。つまり、教育計画や学習指導の中にどのように
位置づけるか、どのような内容の教材を準備するのか、
また、作成するのかという教材研究を充実させ、スキ
ルの向上や実践を通して活用法を精選する必要がある
ことを示唆している。
　ICTの活用を図るための学習指導が行われる中で、
田原（2010）は、教科書のデジタル化よりも生徒同士
のコミュニケーション能力の育成に力を入れるべきだ
と主張している。授業における生徒同士のコミュニ
ケーションは、教室談話（秋田2010）として取り上げ
られるテーマであるが、今回の実践でも、学級全体の
話し合い活動の場面において、児童同士がマグネット
スクリーンを話し合い活動のツールとして利用してい
た。また、客観テストの「数学的な理解」の正答率は、
ICTを使用した授業を実施した単元において有意に高
かった。したがって、ICTの教育利用は、利用の仕方に
よっては生徒同士のコミュニケーションのツールにな
りうるといえる。今後のICTの教育利用の方向性とし
て、学力向上だけに注目する姿勢ではなく、教室談話・
生徒同士のコミュニケーション能力の育成も図ること
は、重要なテーマとなっていくと予想される。
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